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今'''１の特集はIIiX年の学会シンポジウムを各々総

説としてまとめて1､いたものですＺＭｕｌ[idetccl(〕1毛

ｒｏｗＣＴまたはMultisliceCTと称される新しい

CTの慨111%、このCTが/Ｍｉｌして新たに1111るよう

になったこと．１;'１りやすくなったこと，lIiliI蛎参

lIjli:法の変化，ｉ船医のO:｣肌からの,i1liIl1i，破曝線

１，ｔのIiIlililli及びその低減法係を'''心にまとめて1m

きましたこれらの名諭を1iうで総,i11iしても怠'|ｲｔ

がありませんので，妓新の検,(M器24ﾀﾞIl161Wi:1iIil1il

時収リミマルチスライスＣＴについてのjill兇と，こ

の１１柵CTの標,iLIについての混乱を概略するこ

とで1γと致します．

私の施識では今まで検''１}器16列4111miilijlllf収

集マルチスライスＣＴをI11illlしていましたが、

20()2ｲ'21211からは検出器24ﾀﾞ111611ｌｉ:l1iillilI1利X雌マ

ルチスライスＣＴを使用しています．この雌新の

ＣＴを使I11するようになって検在法が決定(〃に

変わった点は，スライスハ】:と検汽II1r1iIiを気にし

なくてよくなったことです．これはlIlIi像データ

がIlj(1111すべて0.6Ⅲ,,,前後の検,１１',器で｣|X雌されてい

ることと，その１１，１i`》Mが}>２か体をしていることに

起吠Ｉしています．この結ＬＩＬ今までよl)常に細か

なIiIimlil(がjIl11lli:lniだけではなく欠状I1ili:や冠状lljli

においても'iillllMrli1il｢１１様の1IlIiP『で得られることに

なりました．ただし注意しなければいけないこ

とは、名論で述べられているように細かなiiI1i像

1瀞Ⅱを↑(jLるためには被|鵬線１，ｔが墹えることです．

私がIlilI1している機種では小児に対して特別な

プログラム衣ﾉﾊﾟがあり，’１１１影条件が1<がるよう

になっていますが．それでも薄いスライスで災

好なl1lli像を↑IlLたいと1,11うと照射線1,tを増やさざ

るを｛(|Lません．今後は検在対象とする各疾忠に

おいて．どこまで洲'１１に）>i態をlll1i像化する必喫

があるのかというEvidenceも検!;札なければい

けないとり,筋感しています．

ＣＴ標記についてですが，今'''１の特集では

Multidetectol語ｒｏｗＣＴおよびMultisliceCTという

ijrjl〔がl1ilじ|ﾉﾘ容のCTI洲'|[iに対して使われていま

す．荷譜の統は科'Y:〃法諭のIHi11llで知識の交

換．,誹議に際して必須のものですが，今回はそれ

をあえてしませんでした．それはＭｕ]tidetectol＝

rowとMuItisliceというllMIidがその製造会社の炎

示に超lklしており，２０()2ｲ1ﾐの戸|上)Ｍ(射線学会で

もl1Ijilfはほぼ４：６でMMKしているからです．そ

の発衣内容からみるとMullidetectorCTまたは

Multidetect(雌rowCrという゛言染を１１１１用している

施,iMiはGE社製の．MulUsliceCTという言雌を仇

川している施Ｉ没は＃〔芝、Siemens，Philipsl《|:蝿

の機器を便川していることが判ります．このよう

な況,IiLはHe]icalvs､Ｓｌ)iralCrやCＲ（Computed

radiography）ｖｓ・ＤＲ（Digitalradiography）と

いう汽葉がでたときにも起こったことで．いず

れ統一されるものと芳えます．

１，ｔ後に，この特集のような蛾新川[,ｒ５のIllIi像診

断機器は米Ｉｌｉ１ではまず始めに財政が鰹かな小｝11

ﾙﾅi院に導入される－〃、わが''11では小児病院に

は導入されないという'A1題点を－'１も!'し<解決

できるよう，’１２会員一liilのボランティアWiimlJを

期排して序と致します．
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